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Ahstract Many bogs distributed in the mountains of ]apan are characterized by their own 

vegetation. They are usually high-moors built up only by rain fal1， and were formed by 

c1imatic changes during the Last Glacial Age. 1n this paper， c1imatic change was considered 
the key to the manner of the formation of montane bog， it was studied using borings and 

pol1en an，dysis. Study areas were from the northern part of the Kanto district to the 
southern part of the Tohoku district， where many montane bogs are distributed. These bogs 

were formed in two short periods. One was after the Holocene warm period， namely 

hypsithermal， and the other was from the Last Glacial Age to the Holocene. The origin of 

some bogs was not lakes or ponds but the over-humidization of the ground. These bogs 

were formed when the c1imate became relatively more humid. The humidization at that 

time was caused by an increase in snowfal1 and also by changes in seasonal rainfall 

patterns. 

J{ey羽Tords: Climatic change， Last Glacial Age， Montane bog， Palaeoenvironment 

1.はじめ に

日本の山地には，山地帯から高山帯まで数多くの湿原が形成され，植生景観を特徴づけている。山地湿

原 (montanebog， Bergmoor)は「山地の斜面や凹状地・河口沼沿いに発達する湿性草原J(沼田編， 1988) 

で，降水のみにi函饗される高層湿原であることが多い。本論では，山地湿原を「山地に形成された湿原J
として扱う O 山地湿原は，侵食作用が圧倒的に優勢な山地地域の中の局地的な堆積域であり，連続する森

林帯の中では森林がとぎれて湿性草原になる，植生の不連続部分でもある。

最終氷期以降に形成された湿原のうち，沖積低地の湿原(または泥炭地)は海面変化によって形成され

ることが多く(井関， 1983)，山地湿原は降水量の変化などの気候変化が直接の原因となって形成されるも

のが多いと考えられる。山地湿原は平野の湿原と比較して堆積物の人為的な撹乱の影響が少なく，さらに，

山地では 100m上がれば約 O.60C気温は低下する(吉野， 1961)ため，最終氷期以降の気候変化に伴って植

物の分布範闘が変化したときにその変化が表われやすい。したがって，山地湿原堆積物の研究からは，詳

細な傾生・気候の変化を読み取ることができる。

山地続出1の泥炭!詞を利用した花粉分析の研究は多数あるが，湿原の成因について目を向けられることは

少なかった。筆者は，山地視原の発生そのものが過去の気候変化の指標となる場合があると考え，これま

でに東北地方南部から北関東の山地湿原で行なったポーリング調査と花粉分析の結果を紹介し，それをも

とに山地源開の発達史と古環境についての知見を述べる。

2. 東北地方を中心とした山地湿原の研究史

山地湿原の植生史的な研究はほとんどが花粉分析を手法としている。 1970年代までの研究史について

は，中村(1967)，阪口(1974)，YAMANAKA (1978)，などにその概要が述べられている O ここではそのう

ちの，湿原の堆積物について年代学的な検討を行っている研究を取り上げて紹介する。
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日本の山地湿原の花粉分析学的な研究は ]IMBO(1932)の八甲田山の湿原研究に始まり， 1930年代から

1940年代には日本の各地で湿原堆積物の研究と，花粉分析が盛んに行なわれた。泥炭層の年代については，

宮井(1932)が日光兎島で泥炭層に挟まった火山灰の推定年代から堆積速度を算出し， 1年間に約 1rnrnの

値を得た。火山灰を利用したこの方法は，泥炭層の 14C年代測定が一般的になるまで広く利用された。 1952

年には，尾瀬ヶ原上田代湿原で，最終氷期に達する堆積物が花粉分析の結果から発見され，ヨーロッパの

気候変化との対比による RI，，-，RIIIの花粉帯区分が行なわれた (NAKAMURA，1952)。これ以降，日本の山

地御原の研究では花粉分析結果をヨーロッパやアメリカにおける第四紀後期の気候変化と対比する研究が

感んに行なわれるようになった。

この頃 HOI~I (1957)は中部日本の 15か所の湿原で花粉分析を行ない「沖積世」の気候変化を総括的にま

とめている o ここでは泥炭問中の火山灰層を草津白根山と浅間山の歴史時代の噴火によるものと考え，噴

火の年代をもとに堆積速度を求めた。その結果，泥炭層の厚さから八島ヶ原と大峰沼を同時代に形成され

た湿原と考え，花粉分析による植生変遷を相互に対比した。 1954年には尾瀬ヶ原の総合調査が開始され，

この混原の形成についての研究が地形，地質，植物など様々な専門分野から検討された。この中で KUNOet 

al. (1954) は尾瀬ヶ原湿原は古尾瀬ヶ原湖が埋められてできた湿原であると考えたが，阪口(1954) は尾

瀬ヶ原の地形と堆積物を検討し，後背湿地に発達した湿原であると考えた。このことはその後のポーリン

グ調査の結果，泥炭層の下位には湖に堆積した粘土層ではなく，砂， i襲，泥炭の簿層から構成された河川

の氾濫原堆積物が存在することによって確認された (SAKAGUCHIet al.， 1982)。

1960年代になると日本各地で「ヴュルム氷期Jの堆積物が研究され，泥炭層の14C年代測定も行なわれる

ようになった(岡崎・佐藤， 1965)。しかし，山地湿原について堆積物のI.C年代測定が本格的に行なわれ

るのは 1970年代になってからである。

1970年代の山地湿原研究の特徴は， 14C年代測定により花粉分析結果を地域的に対比することであった。

YAMANAKA (1978)の八甲田山の湿原における植生史的な研究や，川村(1979)の東北地方のスギ属の変遷

についての研究などが例として上げられる o これらの研究では，花粉帯の分帯と泥炭層の年代測定による

分析結果の対比は行なわれたが，堆積物の間序についての検討はほとんど行なわれていない。

同じ頃，姶良 Tn火山灰 (AT)，鬼界アカホヤ火山灰 (K-Ah)などの広域テフラが発見され(町田・

新井， 1976，1978)，花粉分析学的な研究でも各分析地点聞の同時代面の対比のために利用されるようになっ

た。とくに， ATは降下年代が約 21，000--22，000年前(町田・新井， 1976)で最終氷期の寒冷期の示標とし

て，また K-Ahの降下年代が約 6，300年前(町田・新井， 1978)で完新世の温暖期の示標として重要なテ

フラである。湿原の泥炭質権積物中からテフラが発見されるようになると，従来は湿原の泥炭層に挟まる

薄い砂層・シルト層として記載されていた無機質の堆積物の大部分がテフラとして認定され，花粉層序の

対比に利用されるようになった。

1980年代は，山地の植生史の研究ではI.C年代測定と，広域・地域的なテフラの組み合わせにより詳細な

花粉層序の編年学的研究が行なわれるようになった。守田(1981，1982)は八甲田山の湿原で十和田 a火山

灰を利用して湿原堆積物の同時代面を認定し，火山灰降下時期の復元植生図を作成した。また，東北地方

の山地湿原で地域的なテフラを利用して，亜高山帯森林植生の変遷を明らかにした(守田， 1984， 1985， 

1987)。辻ほか (983)は北八甲田山の湿原で火山灰層序をもとに湿原堆積物の対比を行ない最終氷期から

完新世の植生史の編年を行なっている。東北地方北部の亜高山帯森林植生についてはこれらの研究により，

完新世についてはかなり明らかになった。

現在までに，最終問氷期から最終氷期を経て完新世に至る平野の植生史は，辻(1985)の関東地方の研

究によって全体像が明らかになっている。東北地方では，福島県猪苗代地方の赤井谷地と法正尻湿原

(SOHMA，1984)および矢の原湿原(叶内， 1988)の花粉分析結果から最終氷期の植生変遷が明らかになり，

辻(1985)の関東地方の植生変遷と対応することが認められた。

3. 北関東から東北地方南部の山地湿原の発達史

(1) 山地湿原堆積物の層序と編年

i. 湿原堆積物の編年に利用されるテフラ
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北関東から東北地方南部は，浅間山と榛名山二ツ岳を給源とする完新世テフラの分布地域で(新井，

1979) ，湿原堆積物の編年には日本全国を覆う AT.K-Ahなどの広域テフラとあわせてこれらの地域的な

テフラを利用できる。完新世の主要なテブラは，浅間山を給源とする浅間 A (As-A:噴火年代は 1783

年)，浅間 B(As-B: 1108年)，浅間 C(As-C: 4世紀中頃)と，榛名山を給源とするこツ岳軽石 (FP:

6世紀中~後半)である。

一般に，テフラは偏西風の影響を受けて給源火山の東側に分布することが多いが，なかには，伊豆天城

山のカワゴ平火口から約 3，000年前に噴出したカワゴ平軽石(葉室、 1977)のように給源から北西に分布し，

入笠山大阿原湿原(津田， 1990) や八島ヶ原湿原(叶内ほか， 1988) の泥炭層から発見されるテフラもあ

る。また，十和田カルデラ起源の十和田 a(To-a)火山灰も噴火口から南に分布し，東北地方の南部に至る

と考えられている完新世の重要なテフラである O

ii. 山地潟原の堆積速度と年代

関東地方北部から東北地方南部にかけての，主な山地湿原堆荷物の堆積速度を図 lに示した0 ・は14C年

代を，企はテフラの年代を示している。

医11にみられるように，これまでに調査を行なった湿原の堆積物の層序と年代は一様ではなく，その基

底年代も最終氷則前半から完新世半ばまでかなり年代的なl嗣がある O さらに，堆積物の堆積速度も一定で

はなく午 O.lmll1以下........l.Omm以上と差が大きい。また，同じーっの混原でも堆積速度は一定ではない。

日本の山地洲町{の多くは，完新世になってから形成され泥炭府の堆積が始まったと考えられている Q 図

lに示した，日光戦場ヶ原湿原，鬼怒沼湿原，大峰沼，尾瀬ヶ原湿原 (SAKAGUCHIet al.， 1982)，苗場山

(棋、 1982) は，アカホヤ火山灰を示標とする温暖期以降に湿原が形成され，その後の湿原堆積物が連続

していること， FP降下以降の堆積速度が早くなることが共通している。最終氷期に形成された駒止湿原と

矢の原湿原は見かけ上の堆積速度はかなり遅い。湿原堆積物の花粉分析結果によれば，どちらの湿原も最

終氷期から完新世にかけての同じ時期に顕著な植生変化が見られる(叶内， 1988;米林， 1989)。後述のよ

トー
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J47. 大棚峰i2E5) 

図 1 泥炭層の堆積速度

Aはテフラによる年代，・はI'C年代測定による年代を示す。
苗場山は梶 (982)，尾瀬ヶ原は SAKAGUCHIet al. (1982)による。
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うにこの時期は東北地方南部で山地湿原が盛んに形成された時期である。

(2) 山地混原の成因と発達史

東日本には第四紀の火山活動によって形成された溶岩台地や火山噴出物に覆われた綬斜面が広く分布す

る。山地湿原はこれらの火山の平坦面や緩斜面に多く分布するほか，日本海側の多雪地域にも認められる。

湿原はその発生から.陸化型と沼沢化型の 2つに分類される(阪口， 1974)。このうち陸化型の湿原は湖

沼の埋積が進み湿性植物が繁茂するようになって形成される湿原で，やがては埋め立てられて森林へと移

行する(坂本， 1976) 0 一方，沼沢化型の湿原は地表面が何らかの原因で過湿になったためにできる湿原で

ある。山地緩斜面や山頂の平坦面に形成された湿原には，沼沢化型の湿原が多い。陸化型湿原は湿→乾へ，

沼沢化現湿原は乾→湿への変化を示す指僚となり得る。

SAKAGUCIII (l9i9)の湿原の分布によると，本州の山地湿原は，八甲田山，八幡平，吾妻山および尾瀬ヶ

原周辺κ集中している。ここでは尾瀬ヶ原周辺と，その北側の火砕流台地に形成された湿原を取り上げ，

混原の成因と発達史について考察する。

1. 尾瀬ヶ原周辺の山地淑原の発遼史

尾瀬ヶ原周辺の山地には数多くの湿原が分布している(図 2)。尾瀬ヶ原と日光戦場ヶ原は山間部の盆地

または凹地に形成された湿原で，周辺の，平ヶ岳，会浄駒ヶ岳，鬼怒沼山，田代山には山頂の小起伏面に

湿原が形成されている。図 3に湿原堆積物の柱状図と泥炭層の基底部の14C年代を示した。尾瀬ヶ原は SA-

KAGlJCHI el al. (1982)の地点、 P73の資料を引用した。そのほかは筆者の行った調査結果である。平ヶ岳に

ついては山頂湿原の泥炭層から As-s，AsーC，FPが発見されているが (SAKAGUCHIet al.， 1982) ここで

は筆者の年代資料を示す。

湿原基底の泥炭層の年代から，尾瀬ヶ原，鬼怒沼，田代湿原はほぼ同時代に形成が始まった湿原である

図 2 尾瀬ヶ原周辺の山地湿原(等高線は 500m間隔)

1.尾瀬ヶ原
2.平ヶ岳山頂湿原
3.戦場ケ原
4.鬼怒沼
5.田代山湿原
Hr:平ヶ岳
AzK:会津駒ヶ岳
Sh:至仏山
Hiu:縫ヶ岳
Ts:田代山
Tai:帝釈山
Ku:黒岩山
knn:鬼怒沼山
Ne:根名草山
SHI:白根山
NT:男体山

02:尾瀬沼
MA:丸沼
SU:菅沼
C削:中禅寺湖
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尾瀬ヶ原(P73) 鬼怒沼 田代山 平ヶ岳 戦場ケ原
alt.1400m alt.2020m alt.1900m alt.2050m alt.1400m 泥炭層基底の14C年代

As-B 

FP.FA 

As-D~ 

U~ 

凪ゐ

I L.J。

固Pe
仁lay

As-B 

(矢印の位置)

尾瀬ヶ原(P73)
-450cm 
6280:t 115yBP 
(GaK-4832) 
7030:t 130yBP 
(TK-136) 

鬼怒沼
-325........335叩

6090:t 150yBP 
(GaK-10621l 

田代山湿原
-250........260叩

6128:t 110yBP 
(GaK-14765) 

平ヶ岳
-25........30叩

FP 2730:t90yBP 
(GaK-14764) 

挙先場ケ原
-530........540αn 
4110士70yBP
(GaK-14097) 

図3 尾瀬ヶ原周辺の山地湿原堆積物の柱状図と泥炭層基底の)'C年代
尽瀬ヶ原は SAKAGUCHIet al. (1982)による。

19 

ことがわかる。鬼怒沼混原と回代湿原は山頂の小起伏面に発生した湿原で，基盤の風化物の上に直接泥炭

加が堆梢した典型的な沼沢化型湿原である。尾瀬ヶ原 (SAKAGUCHIet al.， 1982)は後背湿地から発達した

沼沢化型湿原で，この地域は約 6，000年前ごろに湿原が発生するような湿潤な環境になったことを示唆し

ている o 戦場ヶ原はポーリング資料によれば，泥炭層の下部に湖沼成の青灰色の厚い粘土層があり，かつ

ては湖であったが，周辺火山の噴出物により短期間に埋め立てられて，湿原が形成されたと考えられる。

平ヶ岳は基盤の花樹岩の風化マサの上に薄い粘土層があり，その粘土層が不透水層となってできた湿原で

ある。平ヶ岳の粘土層の起瀬は明らかではないが山頂の小起伏面に形成された沼沢化型湿原である。

尾瀬ヶ原問辺の山地湿原は，完新世の温暖期以降に形成された湿原である。これらの湿原は沼沢化型湿

原であることから乾→混への環境変化を示唆している。この乾→湿の変化は降水量の増加であろうが，現

在の多雪地の雪回航生の分布と形成から考えると，山頂部の平坦面を過湿にし，中間~高層湿原の形成と

泥炭周の推積を促進するのは，夏期の多雨よりも冬期の積雪量の増加と残雪期間の延長によると考えられ

る。

II. 駒止湿原群の発達史

福島県南部の南会津地域には，約 400万年前に噴出した駒止火砕流台地と呼ばれる火砕流台地が分布し

ている(守屋t 1978)。この台地の頂陵部には浅い谷状の凹地と比高 20........30mの小丘群が分布し特徴的な地

形景観が見られる。この谷状の凹地に湿原が形成されている(図 4)。

この地域では，矢の原湿原(叶内t 1988) t 駒止湿原(米林， 1989)，宮床湿原(崖・日比野， 1985) で

ポーリング調査が行なわれている。いずれの湿原も花粉分析の結果から最終氷期に達する堆積物を有する

と考えられる。図 5には，それぞれの湿原で筆者が行なったポーリング調査の結果を示した。

矢の原湿原は，南側の「上の沼Jと北側の「下の沼Jの2つに分かれている。南側の湿原については既

に報告したように湿原に約 6mの泥炭層が堆積しており，泥炭層のなかからは Pm-1(御岳第一浮石層:
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図 4 駒止火砕流台地の主な湿原の分布
アミの部分は福島県(1980)による駒止火砕流の分布範囲

小林ほか， 1967)， Aso-4 (阿蘇 4火山灰層:町田ほか， 1985)， DKP (大山倉吉軽石層:町田・新井， 1979)， 

ATの4枚の広域火山灰層が検出された。これによって，湿原の堆積物は最終氷期のほぽ全時期にわたるも

のであることが明らかになった。花粉分析の結果からも，これまで考えられてきたように最終氷期にはほ

ぼ 2回の寒冷な時期とその聞にやや温暖な時期があったことが明らかとなった(叶内， 1988)。矢の原湿原

の北側の湿原については， 1989年 11月にポーリング調査を行ない，その結果約 3.6mの泥炭層と下位の粘

土層を得た。粘土層中からは ATとみられる白色細粒火山灰が検出された。駒止湿原の大谷地は，花粉分

析の結果泥炭層の最下部は更新世末期のものであると考えられている(米林， 1989) 0湿原基底の泥炭の 14C

年代から，水無谷地，大谷地、白樺谷地の順に形成されたことがわかる。

宮床湿原は・，佳・日比野 (1985) の花粉分析結果から，堆積物の下部は最終氷期の堆積物であると考え

られるの筆者のポーリング調査の結果，厚さ 5.6mの泥炭層の下位には背灰色の粘土層が続き，粘土層中か

ら分級のよい明瞭な白色火山灰層を検出した。

駒止，宮床，矢の原の 3湿原のうち，矢の原湿原(上の沼・下の沼とも)と宮床湿原は泥炭層の下位に

背灰色の粘土層があり，泥炭層が堆積する前に湖もしくは沼であったことを示している。これらの湿原は，

それが埋積されてできた「陸化型Jの湿原であると考えられる。

これに対して駒止湿原は，基盤の風化物の上に直接形成された「沼沢化型j混原であると考えられる。

駒止湿原周閉の地形は起伏が小さく火砕流台地上の凹地の深さも限られるため，宮床湿原や矢の原湿原の

ようにかつては湖沼であった可能性はほとんどない。

この 3海原の層序と年代の関係は，火山灰，花粉分析， 14C年代から， 3か所の湿原のうち矢の原湿原(上

の沼)がもっとも古く，最終氷期の寒冷期以前に形成された。その後，最終氷期から完新世に至る1.5万年

前頃から l万年前頃にかけて，駒止湿原，宮床湿原，矢の原湿原(下の沼)が次々と形成された。これは，

日本の1.'-'地貧養泥炭の形成が，約1.2万年前の多雪化により始まったとする説(小泉， 1982)と矛盾しない。
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図5 駒止火砕流台地の湿原堆積物の住状図と1・C年代
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とくに、沼沢化型の駒止湿原の形成と陸化型の宮床・矢の原湿原の形成が同時代であることは，ごく近い

地域で湿地化と乾陸化が同時に起こったことを示し，最終氷期の末期に目まぐるしく環境が変化したと考

えられる。

沼沢化型の湿原と高位泥炭地(高層湿原)の存在そのものが気候に支配され，降水量・湿度の増大によっ

て形成される(阪口， 1974) ため，山地湿原の発達史の研究は，これまで復元することが難しかった過去

の気候の乾湿について多くの資料を提供すると考えている。

本研究の一部に平成 2年度文部省科学研究費補助金(課題番号 02780216) を使用した。
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書評:魚津市教育委員会編.1990.魚津市立博物館紀要第 2号.98pp. 

~i生史研究に携わっているものにとって魚津という地名は埋没林と切り離すことができないほど脳裏に

焼きついている。本書は 1989年 7月 10日から 12月27日までに実施された魚津埋没林の発掘調査と関連

して実施された古環境・古植生復元の経過ならびに成果をとりまとめたものである。魚津埋没林が発見さ

れたのは 1930年であるから，いまから 60年も前のことである。研究の一端が 1933年に地理学評論に発表

されるやいなや，辻村・脇水らの現地調査がなされ， 1936年には「日本海側が陥没するという現象を現実

に示す地学上希有な参考資料jとして国の天然記念物に指定された。さらに 1955年には特別天然記念物に

指定されている。教育長の序文に， r風土に則した自然科学研究をおこなうとすれば，魚津では埋没林，蟹

気楼，ホタルイカをおいてほかにないjとあるのもうなずける。

本書の内容は， 1. 埋没林調査の概要， II. 魚津埋没林の研究の 2部からなる。 Iでは埋没林発見から天

然記念物指定を経てその後の保存にいたるまでの経過，今回の発掘調査の概要と標準層序がよくまとめら

れている。 11では，埋没林の層位と復元に関する検討結果が次の 7章にわたってまとめられている。魚津

埋没林包含層の花粉分析，富山県魚津埋没林で発掘された樹木遺体の加速器14C年代，埋没林樹種鑑別結

果，魚津埋没林包合同の珪藻分析による蓄積環境の予察，魚津埋没林出土の種実遺体，魚津埋没林の掘削

(1989年度)で得られた層序，魚津埋没林の成因について。長谷川益夫氏の樹種同定の結果では， 10樹根

のうち 6点がスギ， 3点がハンノキ， 1点がカシ類であった。中村俊夫氏のタンデトロン加速器質量分析計

による放射性炭素年代測定の結果では，埋没樹木が 1760......1350年前，最下位の泥炭が 1700年前で，従来

測定されていた埋没林館の樹木の年代 1960年前およびそれをおおう上部の泥炭の年代 1750年前に比較す

るとやや若い年代値が得られたという。吉井亮一氏の種実遺体の同定結果から，スギ・ハンノキ・ミツガ

シワ等が認められ，当時周辺には豊富な湧水に酒養された低湿性の植物群落を中心とした植生が立地して

いたと推定されている o藤井昭二氏は各章の検討結果から魚津埋没林の成因について， r日本各地で知られ

ている弥生の海退時代の延長の海水準低下期にスギ沢の様な環境の所が何らかの原因で，水はけが悪く，

泥炭ができる様な環境に形成された」と考えた。

近午，低地や開析谷における遺跡発掘調査の機会が多くなり，埋没林が発見されることもしばしばであ

るのま犬二遺跡発掘の対象にはならなくとも，古くから水!TI下にスギなどの埋没林が存在することは各地

で知られており.それらを植生史研究の立場から検討する機会も増えてきたように思われる。そういう時

期に，埋没林研究の出発点ともいえる魚津埋没林の再度の調査が実施されたことは意義深いことといえよ

う。ただ，ひとこと付言すれば，諸々の検討を施した総合的研究としてはそれぞれの噛み合いが乏しく，

こうした研究が総合研究であるのか多少の疑問を抱くものである。

(辻誠一郎)


